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昭
和
五
六
年
四
月
発
行
頒
価
四
千
円

申
込
先
丸
岡
町
教
育
委
員
会

こ
の
書
は
、
丸
岡
の
俳
人
梨
一
の
「
大
和
紀
行
」

(
全
文
)
お
よ
び
「
奥
細
道
菅
諒
抄
」
(
抜
牽
)
を
収

め
、
本
文
の
各
節
ご
と
に
伊
東
氏
が
注
釈
も
し
く
は

解
説
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
梨
一
の
簡

単
な
経
歴
が
記
し
て
あ
る
。

梨
一
は
江
戸
の
人
で
あ
る
が
、
縁
故
が
あ
っ
て
丸

岡
に
居
住
し
、
世
捨
て
人
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

彼
に
は
単
独
の
句
集
が
な
い
の
で
、
「
大
和
紀
行
し
が

彼
の
代
表
的
句
集
で
あ
る
と
い
、
え
よ
う
。

(
以
上
四
編
杉
原
丈
夫
)

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




